
 

 

 

３月６日に開かれた姶良市議会令和５年第１回定例会で、ＪＲ九

州労組議員団会議副団長の上村親議員が、「第２次姶良市総合計画

（期間：2019～2026 年）」に基づく「第５次姶良市実施計画（2023～

2025 年度）」について代表質問を行った。 

姶良市では、2019 年に目指すべき将来の姿を実現していくための

施策の柱となる「第２次姶良市総合計画」を策定し、その中で、「駅

を中心としたまちづくりの推進」を重点プロジェクトに位置付けて

いる。そして、現在では、加治木中心拠点地区において、都市再生整

備計画に基づく都市構造再編集中支援事業（2021～2025 年度）が実

施されており、今後、姶良中心拠点地区においても計画されている。  

上村議員は、姶良中心拠点地区で計画されている事業の具体的内容や採択の根拠、事業期間等に

ついて質問した。 

 湯元敏浩市長は、「2023 年度に事業目標、事業方針、区域面

積、代表的な指標などを記載した都市再生整備計画を策定し、

国土交通省等と事業案件の適合などについて協議することと

しており、2024 年度新規事業の採択に向けて準備を進めてい

るところ」と述べ、具体的には、2024 年度に帖佐駅前広場へ

の駐輪場や自転車ラック等の地域生活基盤施設の整備と民意

を反映するための調査業務、2025 年度に駅前広場での歩行支

援として、バス停付近の屋根付き歩道空間などの高質空間形

成施設の整備計画を明らかにした。また、事業内容について

は、地域住民の意見を随時反映させ、「駅を中心としたまちづ

くり」に取り組んでいく考えを示した。 

市の有江浩文建設部長は、事業期間や区域面積について、

加治木中心拠点地区では、事業期間を５年とし、立地適正化計画の都市機能誘導区域を都市再生整

備計画の施行区域としていることを説明した上で、姶良中心拠点地区については、「現在、検討を

進めている」と答えた。 

 

上村議員は、執行部の答弁に理解を示した上で、市内の全駅（姶良駅・加治木駅・錦江駅・重富

駅・帖佐駅）で改札口が片側にしか設置されていない現状を指摘し、都市構造再編集中支援事業を

活用した自由通路の整備を提案。有江部長は、費用が莫大になることや、ＪＲとの協議も難航が予

想されることから、「意見を真摯に受け止め、検討はしていきたい」と述べるにとどめた。 
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「第２次姶良市総合計画」（出典：姶良市ホームページ） 


